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文部科学省平成20年度科学技術振興調整費 女性研究者支援モデル育成 事業

東京医科歯科大学「女性研究者への革新的支援」は、性差医学を基盤として、意識改革・制度設計を

行っています。基礎・臨床・社会医学の研究者による性差医学・医療セミナーに、ぜひ、ご参加ください。

社会行動制御への
オキシトシン･オキシ トシン受容体の寄与

~雄と雌でみられる 同一性と性二型性~

主催
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問い合わせ
TEL: 03-5803-4921 FAX: 03-5803-0246 mail: info.ang@mri.tmd.ac.jp
http://www.tmd.ac.jp/mri/ang/
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